
あいさつ、整理・整頓、掃除、読書･･･、これら｢不易｣の部分をきちんと実践できる子
供は、いつの時代もすばらしいと感じます。

※ 時代や子供が変わっても誰もが頑張れる部分であり、それを｢不易｣の部分と表現しました。

山田小の子供たちは、この不易の部分について、日や体調、また季節等によって完全で
はないものの、すばらしい姿を見せてくれます。あいさつに関しては、立ち止まって｢髙
味校長先生、おはようございます！」と言ってくれる子、整理・整頓については、腰を下
ろしてトイレのスリッパを並べてくれる子、ゴミは学校内外ほとんど見られません。テス
トの点数も大事ですが、こういう不易の部分がしっかりできる子はなんだか応援したくな
るし、力強く、そして心から褒めたくなります。

一方で、｢流行｣の部分で活躍できる子供たちもすばらしいと感じます。例えば･･･。
※ 時代の流れや子供によって頑張る部分が異なり、それを「流行」の部分と表現しました。

このような子たちが、未来でどんな活躍をしてくれるのだろうと楽しみでなりません。

さて、改めて様々な分野で活躍をしている方を思い返すと、｢不易｣と｢流行｣の両方がバ
ランスよくできているような気がします。また、そのような方を子供たちのお手本にした
いと思います。ある才能がすばらしければよいのかもしれませんが、やはりあいさつなど
もしっかりできてほしいなどと贅沢な思いに駆られるのです。｢将来どんな子供に育って
ほしいですか？｣と問われたら･･･。答えは無限大かもしれませんが、時代を超えて変わら
ないもの、時代の変化と共に変えていく必要なもの、松尾芭蕉の言葉である「不易流行」
を大事にするような子供に育てたい。そんな答えもいいかな、と考えたところです。

このすばらしき山田っ子! 
ー ｢不易流行｣の観点から ー

校長 髙味 淳

先月号で、校舎の様
子をお伝えしましたが、
もっと古い写真と現在の
写真を提供いただきまし
た。ありがとうございま
した！(２つは同じ構図
です。左下のプールの位
置で分かります。)
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←山田小ＨＰはこちら

・ 県の絵画コンクールで特別賞を受賞した子 ・ ロボットコンテストで全国大会に出場する子
・ 耳で聞くだけで楽譜なしでピアノが弾ける子 ・ 薪でお風呂を焚きあげる、たくましさのある子
・ 城が好きで、豊富な知識を備えた子 ・ 野良猫を大切にしたくて、沖縄の施設を調べている子
・ 空手やバレーボールで全国大会に出場する子 ・ ダンス大会に出場する子 などなど

２ ｢流行｣の部分で活躍できる子供

１ ｢不易｣の部分ができる子供

３ どんな子供に育てたいか

【2025年現在(ドローン撮影！)】
（保護者 内村さんより）

【1967年頃の山田小】
(コミュニティ 﨑山さんより)

現在、給食室となっている位置に
は校舎がありました。

現在、校庭の真ん中には、木はありません。
プール上の校舎もなく、当時３５０人ぐらいいた
子供も現在は、約７０人です。

https://www.city.aira.lg.jp/yamada-s/kurashi/kyoiku/gakko/yamadasho.html


 

 

１１月１７日（月）、蒲生の親子読書会「 」さんが来校し、子どもた 

ちに特別な読み聞かせをしてくださいました。大型紙芝居やエプロンシアターなど、 

普段触れられない方法で物語が披露され、子どもたちは大きな絵や動きに目を輝 

かせていました。特に「つきのぼうや」では、語り手や効果音、進行役が役割を分担 

し、舞台のような臨場感を演出。子どもたちは前のめりで耳を傾け、笑顔や驚きを見 

せながら物語の世界を楽しんでいました。 

 

 

 
 

１２月７日（日）、柚木工房で「山田の里 鬼火焚き」に向けた鬼面づくり 

が行われました。子供たちは、はけを巧みに使い、角や頬などを彩色しまし 

た。作業は約１時間で終了し、鮮やかな鬼面が完成しました。出来上がった 

鬼面は、１月１１日（日）に鬼火焚きとともに燃やされる予定です。 


